
日光市放射能汚染分布 
2011.10.03-12調査/日光市 

測定地上 50cm 
マイクロシーベルト/以上～未満 

 

0.1未満     1 ヶ所   0.2%
0.1～0.2 155 ヶ所  28.8%
0.2～0.3 187 ヶ所  34.8%
0.3～0.4 152 ヶ所  28.3%
0.4～0.5  30 ヶ所   5.6% 
0.5～0.6  10 ヶ所   1.9%
0.6～0.7   2 ヶ所    0.4% 
0.7～0.8   1 ヶ所    0.2% 

  

赤１０～３０万,黄6～１０万 

緑3～6万、紺1～３万 

水色～１万 ベクレル/㎡ 
 

地表面セシウム汚染地図

2011.0８．０２現在換算値 

文部科学省制作 

 

放射能から子どもを守り 

１人の被ばく者も出さない 
 

〈日光・放射能から子どもを守る会〉２０１２.０７.０６//no.３６ 
 

 

❑  政府の放射能除染基準//毎時０.２３μSv  ❑ 
日常生活で８時間以上屋外活動禁止が前提、内部被ばく

除外。成人対象で、妊婦、乳児、子ども、女性など無視。 

〈上記基準/参考*ICRP-年間1mSv/公衆被ばく限度基準〉 

❖年間0.1mSv/公衆被ばく限度基準欧州放射線リスク委員会 
 

❏栃木県原発崩壊前/毎時0.0３８～0.0４４μSv❏    *（ICRP 国際放射線防護委員会） 
 

 
 

News-日光市は｢水｣も｢空気｣も｢食べ物｣も安全でした〈日光安全だった宣言〉 
 

❑福島県の子どもたちは放射能汚染から避難、県内転校6031人、他の都道府県への
転校 12316人（2012.05.01調査/文科省）。本来、政府は素早く計画的に子どもたちを安
全な場所に疎開、移住させるべきですが、個人の責任に転嫁している実態です。 
 

❑鹿沼市は、学校、公園、公共施設の除染完了〈0630下野〉日光市の除染はいつ？ 
❑県下水道資源化工場汚泥汚染/3300Bq/kg（06.26）、前月より 600Bq/kg増加。 
 

❑日光市足尾、渡良瀬川上流／イワナ（出荷停止）2 検体 4.1‐73Bq/kg、4 検体
110-150-160-160Bq/kg、イワナ検出せず。鬼怒川、ヤマメ 2検体 9.3-28Bq/kg。 
 

❑日光市、観光誘客宣伝花盛り//放射能汚染は見えませんが、消えていません！！ 
 

❑「県民だより」7月号//「県営都市公園へ出かけよう」と、放射能汚染地域に指定の公
園の汚染を隠して紹介。現実は、日光だいや川公園/平均 0.32-0.33、那須野が原公
園 0.80-0.85〈2011.12県の放射線量測定結果μSv/h〉現在、-7～8％程減少です。 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❖チラシ・バックナンバー見られます//PDF http://atsugichild.web.fc2.com/ 
〈日光・放射能から子どもを守る会〉tel・０２８８‐２６‐０１３０//nairamdal-1871@dream.jp 

 
 

除染計画の芝生に 林間学校の子が！ 
 

放射能汚染地帯でも知らぬ顔！怖いです！ 
 

県は どこ吹く風 日光市は｢そば祭り｣ 
 

 
〈数値毎時マイクロシーベルト/2011年12月22日栃木県測定/半年後現在-7～8％減〉 

  昨年来、日光市内は、放射能汚染地帯にもかかわらず、以前からの生活が変わるこ

となく続いています。見えない汚染地帯は、異様な光景でもありません。怖いです。 
  保育園、幼稚園では、児童たちに落ち葉集めや遊び、小学校では、草取りや花壇

作り、屋外の体育授業、中学校・高等学校では、屋外の体育の授業やクラブ活動です。

今市特別支援学校（0.24～0.34/平均 0.31）では、春に花壇作りをしていました。 
  日光だいや川公園（0.27～0.38/0.33）では、昨年に引き続き、小さな子どもたちが
芝生で遊ぶ光景も珍しくありません。同じく、東京の小学校から林間学校で訪れる子ど

もたちが園内の自然に親しみ、芝生で子どもたちが遊び、お弁当の光景も見られます。

日光市は、07月07～08日、「夏そば祭り」です。それでも放射性物質はあります。 
  特に、子どもたちは、放射能汚染に敏感です。空間線量も問題ですが、風が吹くと

放射性物質を巻き上げて呼吸器官から吸い込む危険が高まります。地面はさらに線量

が高く、又、土をいじると、放射性物質を体内に取り込むことへの危険が高まります。 
⊛  ＊  ⊛  ＊  ⊛ 

  さて、県の放射能汚染された県有施設に対する対応は、以前とまったく何の変更も

ありません。放射線量を表示することもなく、危険を知らせることもありません。0.23以上
の除染対象の施設は、現在、「安全なんですか」と県に問うと、言葉を濁します。はっき

り「安全」と言いません。 
  足立区は、日光の林間学校に訪れ 0.25 以下なら問題ないと言い、学校（所野）の
線量はそれを下回っているとのこと。疑問です？ 板橋区は、0.23 以下との姿勢で
す？ さらに、江戸川区、葛飾区、品川区などからも子どもたちが訪れているようです。 
  日光市も、栃木県も、東京の各区も、子どもの健康など心配してないようです。 

 

日光市の該当するゾーンは？  
❑チェルノブイリ・ゾーン ❑〈1999.ナスビット論文より〉 

 ① 移住義務ゾーン 5mSv/年以上 

 ② 移住権利ゾーン 1 mSv/年以上 

 ③ 放射能管理強化ゾーン 0.5 mSv/年以上 
  

   ②移住を希望すれば資金など支援 
    ③厳重な放射能汚染対策を実施する地域 

 

 

風が吹くときは 

マスクをしよう!! 

布団干し、洗濯物は室内で 
 

 

 

風の吹く日は地表の放射性物質をまきあげ

それを吸い込み、内部被ばくの危険が高ま

ります。布団・洗濯物に放射性物質が付いて

は困ります。チョッとの注意の心がけを！ 
 

 放射能は危険  放射能汚染地帯で生活続けるチエ  
 

❑全食品、食材の検査が大事です。行政の責任でやるべきです。 

    基準値以下でも、特に、子ども、女性、若者には食べさせない。汚染ゼロを! 

    食べるものは、汚染されていない県、地域のものに心がけましょう。 

    同産地、同じ食品は食べ続けない。全ての放射線量測定をして安全が確認で

    きない中では、汚染されるものを食べ続けないためのチエです。 

❑うららかな春。花壇、家庭菜園、楽しみですが土は汚染されており避けたいです。 

    もし、やるとすれば、手袋、マスクをしてください。終わった後は、よく手を洗い、

    うがいをしましょう。服や靴の土・ほこりなどを取ってください。 

❑放射能の危険から子どもを守る//高い線量の所には近づかない。マスクをする。 

 「保養」「一時避難」「疎開」「移住」など考える。相談体制を検討。行政の支援要求。

http://atsugichild.web.fc2.com/
mailto:nairamdal-1871@dream.jp


❑幼児、子どもなどは、日光市内に５年、１０年・・住み続けると健康への危険が高まる no19

❑日光市内観光業者は、東電(政府)から損害賠償金５６億６千万円受理(03.05時点) no21

❑日光の線量値、３月９日からなぜかグ～ンと低下-文科省、高精度測定器自動化で?no21

❑日光市放射能汚染分布(2012.02-03) アスファルト測定で平均線量２４％減少と誤魔化し

安全宣言！日光のセシウム合計は半年で約７％減少し、それ以外は移動しただけ！no.26

❑井戸水検査ＯＫ-だいや川公園内-日光ブランド情報発信センター放射線検査室 no.33 

チラシ配布から-４  子どもを守るのは、親や大人たち！ 
 
❖住宅地でのチラシ配布は、子どもに声を掛けることがたびたびです。たまに、遊

び場、砂場、すべり台を測定して、線量が高いと話すこともあります。逆に、子ども

からは「なにやってるの」と声を掛けられます。小さな子は、すごく好奇心旺盛で、

「チラシをください」と言う子もいます。中学生は、学校で放射能の危険を聞いてい

ないようです。聞いている子でも、他人事のようです。また、両親から聞いたり、テレ

ビで知っている人もいました。また、早朝、駅でのチラシ配布は、多くの高校生に読

んでもらうよい機会ですが、残念なことに、受け取る人は少ないです。 
❖放射能被ばくに敏感な妊婦、乳幼児、幼児、子ども、少年、青年、そして、女の

子、女性は、次世代の遺伝子が長期の低線量被ばくで傷つく可能性があります。

日光市は、被ばくの危険に無責任です。身近な親や大人が守らなくては！ 

❑  ０６.１７ 松本市長・菅谷昭さん 講演会-佐野 ❑ 
 

「子どもたちを放射能から守るために」下 
 

子どもを守る不安の中 勇気を！ 
 

 

❖松本市市長//菅谷昭さん❖ チェルノブイリ原発事故で汚染されたベラルーシに５年半に
渡って医療活動。松本市では、内部被ばくから市民を守り、福島などの子どもたちを受入。松本

市広報(２０１１年１２月号/「原子力と放射線被ばく」松本市HP. 必見。〈書籍多数〉 

  〈Ｙ さ ん〉 

  いや～、佐野まで行ってよかった。私は、子どもを守ろうとしてずっと放射能の事を

考えてきたけど、間違ったことしてないよ。これからも正々堂々と子どもを守っていこうと

勇気をもらいました。 

  また、ベラルーシの女性医師は、内部被ばくに注意してきましたが、来日した際に

検査をして被ばくが判明、科学では解明できない事が起きている話がありました。私た

ちは、栃木でも食事や水に気をつけるだけでは足りないのかと思いました。そして、子

を守ることが一番の母として、我が子に何ができるか考えさせられ、今も考えています。 

  市民が横に繋がり、行政に満足のいく政策を求めることをやめてはいけない。チェ

ルノブイリであったこと、今、フクシマ（栃木を含む汚染地帯）で起きようとしていることか

ら目をそらしてはいけない思いと、すべての人が事実を事実として受け止め、今後どう

するか、家族で決めていくべきと、改めて感じました。原発のせいで家族が離散すると

いうことは悲しいことです。 

  日本政府はチェルノブイリを参考に、早急に子どもたちに集団疎開などの具体的な

対応をしなければと思っています。チェルノブイリは、２６年経っても放射能汚染での生 
活が終わっていません。放射性物質がある限り、事故は終わっていません。 

  そして、フクシマはまだ放射能を放出しているし、４号機の倒壊の危険性もあるとい

います。しかし、日本政府は収束宣言をしました。そんなに経済が大切でしょうか。それ

は、健康な子どもや人々がいての事です。まず、子どもや妊婦の健康・命を大切にする

ことが大事と思います。 
 

 

 

 

  放射能汚染地帯で健康で生き抜くチエ -５   
 

同じ地域・メーカーのものを食べ続けない！ 
 
  放射能被ばくの危険を訴え続けている専門家は、「検査して安全が確認されたもの
を食べる」「妊婦、乳幼児、幼児、女の子など放射能被ばくに敏感な人たちには、放射

性物質ゼロの食べものを」と言います。他方、栃木県内では、「放射能汚染は問題な

い」「安全」という県をバックにした専門家が幅を利かせています。 

  栃木県は、農産物などの検査を初出荷時に各市町1点の検査です。さらに、検査し
た地区は風評被害になると公表しません。これを安全確認できる検査と言えますか。 
  「汚染された土地での生産物、太平洋側での海産物は、検査せずに売るな、食べる

な」「避けられる被ばくは、可能なかり避ける」(矢野崎克馬/物性物理学)べきです。 

  全て検査されていない中では、以上を基本にして、同じ地域のもの、同じメーカー

の加工品を食べ続けない。これは、もし、汚染が高い可能性を考えてのチエです。 

 
 放射能汚染への謝罪なく、電気料金値上げの姿勢！  

 

東電、文句を言うヤツには謝罪の姿勢！ 
 
  ６月下旬、東電から「電気料金値上げのお願い」の案内です。この案内、値上げが

決まったような説明で問題になったため、表紙右上に「申請中」赤字のスタンプです。 
  東電は、私たちが１年以上、放射能汚染で気を使う生活を強いられても謝罪なしで

す。怒りは収まらず、さっそく☎0120-995-112東電へ電話。 
  先日、「値上げの案内をもらいましたが、放射能汚染の謝罪がないですネ」「家の放

射能汚染物質を持っていってほしい」と、担当者は、「謝罪に行かせます」と返答。私は、

「周りの人すべてに謝罪に回ると言うことですか」というと、黙ってしまいました。「汚染地

域の人々に謝罪すべき」ことを告げましたが、東電の傲慢な姿勢は変わるか？ 

 日光市は放射能汚染地帯！  〈雨どい地上 1cm〉-11 ❑森友❑(4-5月) 
 

  ＊Ｏさん宅   毎時１．８１４マイクロシーベルト ＊Ｐさん宅   １．２１７μＳｖ/h 
  ＊Ｑさん宅     ２．３９８μＳｖ/h      ＊Ｒさん宅   ３．１７２μＳｖ/h 


